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⑧-1 北海道太平洋東部地区 昆布森沖合漁場



魚礁ブロック選定理由調書

名称 設置箇所 施設対象 選定の際に考慮する事
事業実施の際に

機能面・生産 　工法・構造 経済性 使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の
要望・意見

魚類の特性 漁業の特性 施工性
耐久性
安定性

の検証
魚礁ブロックと理由

北海道太
平洋東部

昆布森沖
合漁場

釧路町沖合 65-75m 砂礫 スケトウダ
ラ
タラ
カレイ類
ツブ
タコ類

刺し網漁業
つぶ篭漁業
たこ空釣り
縄漁業

・既存魚礁周辺でスケトウダ
ラ、タラ、カレイ類を主体に
操業しており、既存魚礁に連
続させた同類のブロックが点
在した施設を希望。

・カレイ類の保護育成空間が
必要と思う。

・タラ：産卵親魚は沖合から
沿岸へ移動して産卵を行う。
根ダラと呼ばれるタイプは岩
礁付近にすむ。仔魚は沿岸域
で浮遊生活を送るが成長とと
もに海底生活に移行する。

・スケトウダラ：成魚は冬か
ら春にかけて産卵場に集ま
り、夏から秋にかけて索餌の
ために分散して回遊する。

・カレイ類：魚礁周辺の海底
面に分布し摂餌等を行う。

・既存魚礁のモニタリングに
て、魚礁にカレイ類の蝟集が
確認されている。

・釧路沖で５０～７０ｍ水深
帯でソウハチ親魚が確認され
ている。

・タコ類のうち、ミズダコは
産卵のため深浅移動を行う。

・スケトウダラ、タラ、カレ
イ類を対象に、魚礁周辺で刺
し網漁業が行われている。

・刺し網漁業は、潮流に合せ
て、魚礁近傍の海底に網を敷
設し、魚礁周辺に蝟集するカ
レイ類を漁獲する。

・たこ空釣り縄漁業は、魚礁
近隣で漁具を設置し、潮流の
流れに沿って漁具を流し、ミ
ズダコやヤナギダコを漁獲す
る。

・つぶ篭漁業は、魚礁周辺
で、篭を設置して漁獲する。

・昆布森漁港か
ら積み出しを想
定している。

・積出漁港で製
作ができないた
めブロックの陸
上運搬が可能で
あること。

・主な材質にコ
ンクリートを使
用し最低30年の
耐久性を有する
構造。

・設置海域にお
いてブロックが
滑動や転倒する
事が無い事を計
算で確認済み。

・底質が泥及び
細砂であり、近
隣施設の効果調
査等で埋没が無
く、設置に支障
は無い。

・投資効果は
2.75となってお
り効果が見込め
る。

対象魚類・漁業の特性から
・施設周辺が広く利用できるよう、点
在した配置が可能で、漁獲実績がある
魚礁。

・カレイ類の蝟集効果が確認されてお
り、カレイ類の蝟集が見込める。

施工性から
・陸上運搬が可能な魚礁。

以上の特性を踏まえ、これまで既存魚
礁で使用実績があり、漁業者もその効
果を実感している、FP魚礁3.00型によ
る事業実施を想定している。
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⑧-2 北海道太平洋東部地区 花咲沖合漁場



魚礁ブロック選定理由調書

事業実施の際に
経済性

使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の

要望・意見
魚類の特性 漁業の特性 施工性

耐久性
安定性

の検証 魚礁ブロックと理由

北海道
太平洋
東部地
区

花咲沖
合

根室市沖合 54-60m 砂礫 カレイ類、

コマイ、
ソイ類、
タラ、
ホッケ、
スケトウ
ダラ、
タコ類

刺し網漁
業、タコ漁
業

・既存魚礁の間が未利用
域部分となっているの
で、ホッケ・タラ・スケ
トウダラなどが蝟集する
魚礁が欲しい。

・刺し網漁業は魚礁周
辺に敷設し、周辺に蝟
集するタラ・カレイ
類、近傍に蝟集する
ホッケ・コマイ・スケ
トウダラ・ソイ類など
を羅網させて漁獲す
る。
・たこかご漁業は魚礁
周辺に敷設し、魚礁周
辺に蝟集する群れを、
かご内の餌で誘引し漁
獲する。

・空釣り縄は魚礁周辺
のタコの通り道に大量
の釣り針を仕掛けて漁
獲する。

・花咲港からの積み出
しを想定している。

・積出岸壁に隣接する
ヤードが使用できない
ことから、運搬可能な
ブロック。

・過去からの設置工
事で魚礁が破壊、破
損しない事を確認し
ている。
・コンクリートを使
用して最低30年の耐
久性を有している。

・設置海域でブロッ
クが滑動や転倒しな
い事を計算で確認し
ている。

左記ブロッ
クを使用し
た際の投資
効果は2.75
と算出して
おり充分な
効果が見込
める。

・主対象種のカレイ類は魚
礁周辺の海底面に分布し摂
餌等を行う。

・タラ：産卵親魚は沖合か
ら沿岸へ移動して産卵を行
う。根ダラと呼ばれるタイ
プは岩礁付近にすむ。仔魚
は沿岸域で浮遊生活を送る
が成長とともに海底生活に
移行する。

・ホッケ：未成魚及び成魚
は索餌や産卵のために回遊
し、動物性プランクトンや
他の幼稚魚などを捕食す
る。体長が大きくなると
（35cm以上）、岩礁域に定
着し小魚などを捕食する。

・コマイ：沿岸域の低層に
生息し、大きな回遊は行わ
ない。浮遊性甲殻類や小型
底生動物、魚類などを餌と
する。

・ソイ類：成長とともに藻
場から岩礁域に移動する。
主に岩礁域に生息し、付近
を遊泳する餌料生物を捕食
する。大型魚ほど、より良
い棲み場を選択する。

○漁業者の要望から
・ホッケ、タラ・スケトウ
ダラ・ソイ類といった対象
魚種の蝟集効果がある構造
物。

○魚類の特性から
・回遊魚であるホッケを蝟
集するため、餌料生物の供
給に加え、視認性のある高
さがある魚礁。
・魚礁性の強いソイ類の生
息や生育のための環境を創
出できる複雑な内部空間を
構築できる魚礁。

○漁業の特性から
・刺し網漁業の特性から、
魚礁性の強い魚類や魚礁周
辺部に定位する魚類が蝟集
する魚礁。

以上により、当該漁場で実
績があり、高さがあり内部
空間が確保できる乱積構造
が可能な3.0円筒型魚礁とす
る。

名称 設置箇所 施設対象
選定の際に考慮する事

機能面・生産 　工法・構造



事業名(地区名) 水産環境整備事業(北海道太平洋東部地区) 計画数量

整備対象漁場(工区)名 所管 実施主体名 関係市町村名 関係漁業協同組合名 事業全体

花咲沖合漁場 北海道 北海道 根室市、別海町、標津町、羅臼町
落石、歯舞、根室、根室湾中部、

別海、野付、標津、羅臼 70,000.00空m3

計画施設等 工種 対象水産生物名 今回検討箇所

魚礁 魚礁

対象漁業種類名

刺し網、タコ漁業 タラ、ｽｹﾄｳﾀﾞﾗ、カレイ類、ホッケ、ソイ類、コマイ、タコ類
70,000.00空m3

施行場所 北海道根室市沖合 測地系 JGD2000/WGS84 系番号 13

位置図

花咲沖合漁場

潮位図

±0.00

＋0.40

＋1.60

＋2.50
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H.W.L.

H.H.W.L.

拡大図 S=1/5,000

背景図面に地理院地図を使用しています。

①

凡例

今回検討箇所

既設魚礁

計画範囲(花咲沖合漁場)

共同漁業権
 花咲沖合漁場（魚礁）
 全体計画　V=70,000.00空m3

 今回検討箇所
　V=70.,00000空m3

3.0円筒型魚礁

⑫

⑩

88m

拡大図範囲

③

⑧

④

⑥

⑨

⑦

②

⑪

点名称 X Y

第1群体 -89,341.594 118,493.527 

第2群体 -89,438.493 118,615.784 

第3群体 -89,089.246 118,693.534 

第4群体 -89,186.145 118,815.791 

第5群体 -88,836.899 118,893.542 

第6群体 -88,933.798 119,015.799 

第7群体 -88,584.551 119,093.549 

第8群体 -88,681.450 119,215.806 

第9群体 -88,332.204 119,293.557 

第10群体 -88,429.103 119,415.814 

⑤

第11群体 -88,079.856 119,493.564 

第12群体 -88,176.755 119,615.821 

第13群体 -87,827.509 119,693.572 

第14群体 -87,924.408 119,815.829 

第15群体 -89,993.956 118,798.253 

第16群体 -90,090.855 118,920.510 

第17群体 -89,741.609 118,998.261 

第18群体 -89,838.508 119,120.518 

第19群体 -89,489.261 119,198.268 

第20群体 -89,586.160 119,320.525 

⑳

⑲⑱

⑰⑯

⑮

⑭

⑬



断面図　S=1/1,000
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造成範囲半径

ρ＝10(面積比10%）

　=　（（10×1165.57）／2π）　＝43.07≒ 44m

Ａ　＝（2.990/2）^2×π×166　≒1165.57m2

3.0円筒型魚礁

2.80m

1.20m
3.00m

2.99m

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

１個当たり21.05空m3

Ａ’

Ａ

（A'-A）　＜乱積配置＞

凡　   例

今回検討箇所

Ｒ=　（（ρ×Ａ）／2π）

標準平面図・断面図

事　　業　　名 地　　区　　名 漁　　場　　名 事 業 主 体 施工場所

水産環境整備事業 北海道太平洋東部地区 花咲沖合漁場 北海道 北海道根室市沖合

3.0円筒型魚礁

1個あたり空m3=21.05空m3

21.05空m3×166個=3,494.30空m3

魚礁名 全体

3.0円筒型魚礁
個数 166 

空m3 3,494.30 
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⑧-3 北海道太平洋東部地区 落石沖合漁場



魚礁ブロック選定理由調書

事業実施の際に
経済性

使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の

要望・意見
魚類の特性 漁業の特性 施工性

耐久性
安定性

の検証 魚礁ブロックと理由

北海道
太平洋
東部地
区

落石沖
合

根室市沖合 52-65m 砂礫 カレイ
類、コマ
イ、ソイ
類、タ
ラ、ホッ
ケ、スケ
トウダ
ラ、タコ
類

刺し網漁
業、タコ漁
業

・既存魚礁の間が未利用
域部分となっているの
で、ホッケ・タラ・スケ
トウダラなどが蝟集する
魚礁が欲しい。

・刺し網漁業は魚礁周
辺に敷設し、周辺に蝟
集するカレイ類、近傍
に蝟集するスケトウダ
ラ・タラ・ホッケ・コ
マイ・ソイ類を羅網さ
せて漁獲する。

・たこかご漁業は魚礁
周辺に敷設し、魚礁周
辺に蝟集する群れを、
かご内の餌で誘引し漁
獲する。

・空釣り縄は魚礁周辺
のタコの通り道に大量
の釣り針を仕掛けて漁
獲する。

・落石港からの積み出
しを想定している。

・積み出し岸壁に隣接
するヤードが使用でき
ないことから、運搬可
能なブロック。

・過去からの設置工
事で魚礁が破壊、破
損しない事を確認し
ている。

・コンクリートを使
用して最低30年の耐
久性を有している。

・設置海域でブロッ
クが滑動や転倒しな
い事を計算で確認し
ている。

左記ブロック
を使用した際
の投資効果は
2.75と算出し
ており充分な
効果が見込め
る。

・主対象種のカレイ類は魚
礁周辺の海底面に分布し摂
餌等を行う。

・タラ：産卵親魚は沖合か
ら沿岸へ移動して産卵を行
う。根ダラと呼ばれるタイ
プは岩礁付近にすむ。仔魚
は沿岸域で浮遊生活を送る
が成長とともに海底生活に
移行する。

・ホッケ：未成魚及び成魚
は索餌や産卵のために回遊
し、動物性プランクトンや
他の幼稚魚などを捕食す
る。体長が大きくなると
（35cm以上）、岩礁域に定
着し小魚などを捕食する。

・コマイ：沿岸域の低層に
生息し、大きな回遊は行わ
ない。浮遊性甲殻類や小型
底生動物、魚類などを餌と
する。

・ソイ類：成長とともに藻
場から岩礁域に移動する。
主に岩礁域に生息し、付近
を遊泳する餌料生物を捕食
する。大型魚ほど、より良
い棲み場を選択する。

○漁業者の要望から
・ホッケ、タラ・スケトウ
ダラ・ソイ類といった対象
魚種の蝟集効果がある構造
物。

○魚類の特性から
・回遊魚であるホッケを蝟
集するため、餌料生物の供
給に加え、視認性のある高
さがある魚礁。
・魚礁性の強いソイ類の生
息や生育のための環境を創
出できる複雑な内部空間を
構築できる魚礁。

○漁業の特性から
・刺し網漁業の特性から、
魚礁性の強い魚類や魚礁周
辺部に定位する魚類が蝟集
する魚礁。

以上により、当該漁場で実
績があり、高さがあり内部
空間が確保できる乱積構造
が可能な3.0円筒型魚礁とす
る。

名称 設置箇所 施設対象

選定の際に考慮する事

機能面・生産 　工法・構造





断面図　S=1/1,000
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造成範囲半径

ρ＝10(面積比10%）

　=　（（10×1165.57）／2π）　＝43.07≒ 44m

Ａ　＝（2.990/2）^2×π×166　≒1165.57m2

3.0円筒型魚礁

2.80m

1.20m
3.00m

2.99m

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

１個当たり21.05空m3

Ａ’

Ａ

（A'-A）　＜乱積配置＞

凡　   例

今回検討箇所

Ｒ=　（（ρ×Ａ）／2π）

標準平面図・断面図

事　　業　　名 地　　区　　名 漁　　場　　名 事 業 主 体 施工場所

水産環境整備事業 北海道太平洋東部地区 落石沖合漁場 北海道 北海道根室市沖合

3.0円筒型魚礁

1個あたり空m3=21.05空m3

21.05空m3×166個=3,494.30空m3

魚礁名 全体

3.0円筒型魚礁
個数 166 

空m3 3,494.30 
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⑧-4 北海道太平洋東部地区 羅臼沖合漁場



魚礁ブロック選定理由調書

事業実施の際に
経済性

使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の

要望・意見
魚類の特性 漁業の特性 施工性

耐久性
安定性

の検証 魚礁ブロックと理由

北海道
太平洋
東部地
区

羅臼沖
合

羅臼町沖合 81-83m 砂礫 スケトウ
ダラ、カ
レイ類、
ソイ類、
タラ、
ホッケ、
タコ類

刺し網漁
業、たこ漁
業

・魚礁（＝沈船魚礁）の
周辺が未利用部分となっ
ており、ソイ類等が蝟集
する魚礁が欲しい。

・刺し網漁業は魚礁周
辺に敷設し、周辺に蝟
集するカレイ類、近傍
に蝟集するスケトウダ
ラ・タラ・ホッケ・ソ
イ類などを羅網させて
漁獲する。

・峯浜漁港からの積み
出しを想定している。

・積み出し岸壁に隣接
するヤードが使用でき
ないことから、運搬可
能なブロック。

・過去からの設置工
事で魚礁が破壊、破
損しない事を確認し
ている。

・コンクリートを使
用して最低30年の耐
久性を有している。

・設置海域でブロッ
クが滑動や転倒しな
い事を計算で確認し
ている。

左記ブロック
を使用した際
の投資効果は
2.75と算出し
ており充分な
効果が見込め
る。

・カレイ類：砂泥域、砂礫
域に生息する。砂泥中に浅
く潜り、主に底生生物を捕
食する。

・タラ：産卵親魚は沖合か
ら沿岸へ移動して産卵を行
う。根ダラと呼ばれるタイ
プは岩礁付近にすむ。仔魚
は沿岸域で浮遊生活を送る
が成長とともに海底生活に
移行する。

・ホッケ：未成魚及び成魚
は索餌や産卵のために回遊
し、動物性プランクトンや
他の幼稚魚などを捕食す
る。体長が大きくなると
（35cm以上）、岩礁域に定
着し小魚などを捕食する。

・スケトウダラ：成魚は冬
から春にかけて産卵場に集
まり、夏から秋にかけて索
餌のために分散して回遊す
る。

・ソイ類：成長とともに藻
場から岩礁域に移動する。
主に岩礁域に生息し、付近
を遊泳する餌料生物を捕食
する。大型魚ほど、より良
い棲み場を選択する。

○漁業者の要望から
・ホッケ・スケトウダラ・
タラ・ソイ類といった対象
魚種の蝟集効果がある構造
物。

○魚類の特性から
・回遊魚であるホッケ等を
蝟集するため、餌料生物の
供給に加え、視認性のある
高さがある魚礁。
・魚礁性の強いソイ類の生
息や生育のための環境を創
出できる複雑な内部空間を
構築できる魚礁。

○漁業の特性から
・刺し網漁業の特性から、
魚礁性の強い魚類や魚礁周
辺部に定位する魚類が蝟集
する魚礁。

以上により、当該漁場で実
績があり、高さがあり内部
空間が確保できる乱積構造
が可能な3.0円筒型魚礁とす
る。

名称 設置箇所 施設対象

選定の際に考慮する事

機能面・生産 　工法・構造
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北海道太平洋東部地区

水産環境整備事業

羅臼沖合漁場
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事　　業　　名

水産環境整備事業

地　　区　　名

北海道太平洋東部地区

漁　　場　　名

羅臼沖合漁場

事　業　主　体

北海道

施　工　場　所

北海道目梨郡羅臼町沖合

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

第2群体

〈山積配置〉

3.0円筒型魚礁
1個あたり空m3=21.05空m3

21.05空m3×166個=3,494.30空m3

凡　　例

今回検討箇所




